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議題１

各路線の課題、ニーズ等について

平成 27 年 10 月 1日の大規模ダイヤ改正から 3年が経過したため、現状を分析および評価し、課

題や問題のある路線の見直しを検討する。

１．勝山市が運行する路線バスについて（生活路線）

すべてのコミュニティバスが勝山市の主要な施設（えちぜん鉄道勝山駅、サンプラザ、福井勝山

総合病院、温泉センター水芭蕉）を通り、各地域に放射状に伸びている。

２．現在の各路線の協定期間

平成 27年 10 月 1日～平成 32年 9月 30日 5年間

３．現在の路線に至る経緯 「会議」…地域公共交通会議

４．今後の方針

利用者の利便性を向上させる。また、高齢化が加速するにあたり、公共交通を維持していくため、

路線の効率化および生産性の向上を図る。（運賃の適正化など）

現時点での考え方は次のとおり。

ぐるりん中部方面、ぐるりん南部方面、北郷予約便、鹿谷線、荒土・野向予約便（荒土線およ

び野向線を含む）、北谷線、遅羽線、平泉寺・猪野瀬予約便（平泉寺線を含む）

年 月 内 容

H26.2 会議において区域運行の導入について協議

H26.7 会議において車両追加・増便について協議

H26.9-1 市内 10地区 2団体と意見交換会を実施

H27.6 会議において現在の路線での運行を承認

H27.10 現在の路線での運行開始

その後、各路線においてバス停留所の新設や移設、ルートの変更などの微修正を実施

市街地路線

（ぐるりん中部・南部）

現状よりも効率のよい運行ができないか検討（利用者の混乱を

招かないことが前提）

郊外路線 ベースは現状のままで、微修正を実施。
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５．各路線の概要 ※便数…上り便下り便別にカウント ※1日平均利用者数…今年度の平均

６．今後のスケジュール 「会議」…地域公共交通会議

７．市街地路線の分析・評価・課題等

別紙「路線別カルテ」参照

路線名
車両

（乗車定員）
運行形態

主な

運行地域

便数※

上下別

1日平均

利用者数

1 日平均

走行キロ

ぐるりん中部
中型バス

（57人）
定時定路線

市街地

（中部）
7 41 68.7

ぐるりん南部
小型バス

（33人）
定時定路線

市街地

（南部）
6 14 60.7

平泉寺線、平泉
寺・猪野瀬予約便

コミューター

（13人）
定時＋区域 平泉寺町 8 20 76.7

北谷線
コミューター

（13人）
定時＋区域 北谷町 9 11 56.8

遅羽線
ハイエース

（9人）
定時＋区域 遅羽町 11 8 13.7

鹿谷線
小型バス

（33人）
定時＋区域 鹿谷町 8 16 83.3

北郷予約便
小型バス

（33人）
定時＋区域 北郷町 8 16 57.6

荒土線
ハイエース

（9人）
定時＋区域

荒土町
（登校時
間のみ）

1 0.7 3.4

野向線
ハイエース

（9人）
定時＋区域

野向町
（登校時
間のみ）

1 0.9 6.6

荒土・野向

予約便

ハイエース

（9人）
定時＋区域

荒土町＋

野向町
5 5 28

年 月 内 容

H31 年 1月（現在） 会議において現路線の課題整理

H31 年 6月 会議において見直す内容の協議

適宜意見集約等実施

H32 年 1月 会議において見直した内容での運行を承認

入札、協定締結、車両準備、運輸局へ届出 等

市民に周知（時刻表を全戸配布 等）

H32 年 10 月 見直した内容での運行開始
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勝山市コミュニティバス 路線別カルテ

1. 路線名

ぐるりん中部方面

2. 路線図
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3. 主な利用者

観光客（恐竜博物館 全体の約 6割）、一般市民（福井勝山総合病院、温泉センター水芭蕉、

福祉健康センターすこやか、サンプラザ）

4. 運行事業者

有限会社 大福交通

5. 車両概要

ISUZU ERGA mio 57 人乗り 平成 22年式

6. 月別利用者数

【特殊要因等】

・H28.4.1 から、恐竜博物館直通便が運行開始し、恐竜博物館への観光客が流れたため、利用

者数が激減した。

・H29.4.1 から、恐竜博物館行きについて、恐竜博物館直通便とぐるりん中部の輻輳運行を解

消し、一部の時間帯をぐるりん中部が運行することにしたため利用者が増化。

・H29 年度 2月は大雪運休（9日間）により利用者が減少した。

H27 H28 H29 H30

月平均 2,964 人 1,105 人 1,727 人 1,902 人
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7. ダイヤ、路線等改正履歴

・H27.9.30 まで 「ぐるりん（恐竜博物館・水芭蕉方面）」として運行。1日 6便

・H27.10.1 から 「ぐるりん中部方面」として運行。1日 7便

・H28.7.1 から バス停間の時間調整を実施（待機時間の解消）

・H29.4.1 から 勝山駅前⇔恐竜博物館の運賃を 200 円から 300 円に値上げ
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8. 便別平均利用者数

集計期間；H27.10-H30.11 ※第 1便は日・祝運休

【特殊要因等】

・観光利用時間帯の利用者が多い（第 3～5便 10:30～14:00）

9. 月別運賃収入

【特殊要因等】

・H29.4.1 から 勝山駅前⇔恐竜博物館の運賃を 200 円→300 円に値上げ。

10．年度別収支率（※運賃収入を運行経費で除した値）

※通常 1乗車 100 円だが、勝山駅前⇔恐竜博物館は 1乗車 300 円

11．月別平均乗車人数 5人未満の停留所

沢町、芳野町 1丁目、栄町、滝波公園、農協会館前、五本寺、寺尾、水芭蕉入口、

浄土寺第 2、中部中学校

第 1便 第 2便 第 3便 第 4便 第 5便 第 6便 第 7便

月平均 137.7 人 155.3 人 385.1 人 422.6 人 423.5 人 169.8 人 84.6 人

H27 H28 H29 H30

月平均 244,825 円 59,633 円 93,435 円 91,800 円

H27 H28 H29 H30

年平均 30.2% 7.4% 11.8% 11.3%
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12．意見・要望・クレーム

13．課題

・生活路線および観光路線（恐竜博物館行き）としての利用が混在しているため、両利用者

生活路線利用者から使いづらいという不満がある。

・恐竜博物館を外すと、平日は、恐竜博物館から市内の他の観光地等（温泉センター水芭蕉、

ゆめおーれ勝山、花月楼など）に行くバスが無くなってしまう。

・市街地南部方面（新鮮館、湯ったり勝山）へ行くのに、乗り継ぎをしなければならない。

・繁忙期（ゴールデンウィークやお盆）になると、バス路線が恐竜博物館行きのマイカーで

渋滞し、定時運行に支障が出ている。

・第 2便および第 5便が「滝波公園」を飛ばして運行している理由が不明。（時間短縮などは

なし）

・循環路線のため、乗車地によっては目的地まで遠回りになる場合がある。

14．その他

年 月 発信人 内 容

H29.8.17 市民（滝波

公園付近

在住の女

性）

・普段は生活路線としてぐるりん中部を利用しているが、恐

竜博物館を経由するため、時間がかかって非常に不便。恐

竜博物館へは直通便が運行しているため、観光客はそっち

に乗車してほしい。生活路線と観光路線を分けてほしい。

・ぐるりん中部の滝波公園から乗車しているが、午前中に買

い物するため 10:31 に乗車すると、サンプラザ前に 10:56

に着いて、ゆっくり買い物をしていると、帰る便が 15:56

サンプラザ発となり、非常に不便。

H28.9.20 市民（滝波

町在住）

サンプラザへ買い物に行くのに、恐竜博物館を経由するため

時間がかかってしまう。

H28.9.9 市民（市内

在住の高

齢者女性）

ぐるりん中部が観光客を恐竜博物館へ誘導することを前提に

路線設定されている。サンプラザへは自転車で 10分ほどかか

るが、バスに乗ると 30分もかかる。また、バスの時間帯も十

分に調整されていないため、時間に追われるように利用せざ

るをえない。

その他 ・新鮮館に行きたい

・湯ったり勝山に行きたい
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勝山市コミュニティバス 路線別カルテ

1. 路線名

ぐるりん南部方面

2. 路線図
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3. 主な利用者

一般市民（福井勝山総合病院、温泉センター水芭蕉、こせ整形外科、サンプラザ、猪野瀬公

民館（新鮮館））

4. 運行事業者

有限会社 大福交通

5. 車両概要

三菱 33人乗り 平成 17年式

6. 月別利用者数

【特殊要因等】

・H29 年度 2月は大雪運休（9日間）により利用者が減少した。

H27 H28 H29 H30

月平均 639 人 593 人 631 人 676 人
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7. ダイヤ、路線等改正履歴

・H27.9.30 まで 「ぐるりん（越前大仏・平泉寺口方面）」として運行。1日 5便

・H27.10.1 から 「ぐるりん南部方面」として運行。1日 6便

・H28.7.1 から 「ジオアリーナ」停留所を新設

8. 便別平均利用者数

集計期間；H27.10-H30.11 ※第 1便は日・祝運休

9. 月別運賃収入

10．年度別収支率（※運賃収入を運行経費で除した値）

※通常 1乗車 100 円

11．月平均利用者 5人未満の停留所
尊光寺、奥越特別支援学校入口、昭和町 3丁目、ジオアリーナ、浄土寺第 2、水芭蕉入口、
勝山高校入口、芳野町、沢町、NTT勝山、立石交差点第 2、片瀬町 1丁目、片瀬、
さつき苑前、毛屋

第 1便 第 2便 第 3便 第 4便 第 5便 第 6便

月平均 119.0 人 184.9 人 126.7 人 82.9 人 57.8 人 58.4 人

H27 H28 H29 H30

月平均 35,600 円 30,358 円 31,325 円 29,588 円

H27 H28 H29 H30

年度別平均 5.0% 4.2% 4.5% 4.1%
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12．意見・要望・クレーム

13．課題

・便によって出発地および到着地がバラバラで分かりにくい。

・乗車人数と車両サイズが合っていない。（車両 33人乗りだが、1便あたりの乗車人数が 10

人以下）

・循環路線のため、乗車地によっては目的地まで遠回りになる場合がある。

・市街地中部・北部方面（すこやか、かじ惣）へ行くのに、乗り継ぎをしなければならない。

・収支率が低すぎる。

・利用者が極端に少ない停留所がある

14．その他

年 月 発信人 内 容

その他 ・南校前から乗車するが、湯ったり勝山やこせ整形外科へ行

くのに遠回りで時間がかかる。
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郊外路線のニーズ 等

北谷線

・東山いこいの森まで路線を延ばしてほしい（H30.9 谷区からの要望事項）

※片道 2.9km 利用人数の検証および大幅な時間調整が必要

遅羽線

・停留所をほう崎区の集落内に設置してほしい（H30.11 遅羽町市長と語る会で要望）

※片道 450m 道路の幅員および利用人数の検証が必要

「ほう崎」

「大袋区民会館」

「小原」
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荒土・野向予約便

・部活動の終了時刻が 18:00 となっているが、荒土・野向予約便の下り（野向方面行き）の最

終便 18:01「村岡公民館」に間に合わない。20分ほど遅らせてほしい。

（H30.12 部活動をしている野向町在住の勝山中部中学生からの要望）

※この便は、勝山駅、勝山高校および勝山北部中学校にも接続しており、「村岡公民館」を 20

分遅らせると、他の利用者に影響が及ぶため、検証および調整が必要。特に、勝山北部中学

生に大きな影響が及び、現在 18:20～30 分ごろにバスが来ているが、20 分遅らせるとなる

と、19:00 ごろのバスの到着となる。なお、学校の完全下校時刻は 18:20 であり、勝山北部

中学校からも反対されている。また、電車との接続も悪くなる。（電車は 30分に 1本）


